
[理念] さいたま市誕生 20 周年、人で言うと「成人」迎える。この節目となる年を契機とし、これまでの成長に尽力された先人たちに感謝
するとともに、本市の魅力を市内外に発信していくことで、市民の市への愛着と誇りを醸成し、市民と行政が協働し、未来への希望

ゆ め

あふれる新たな時代に向けた大きな一歩を踏み出す。 
[目的] ①シビックプライド（愛着・誇り）の醸成  ②都市イメージの向上  ③更なる市民満足度の向上 

 

 

 

 

 

№ 事業名 事業内容 予算額 展開 

1 ロゴ・キャッチフレーズ 20 周年事業の気運を高め広くアピールするため作成。庁内だ
けでなく広く庁外でも使用できるようにホームページからダ
ウンロードできるようにする 

既存予算 
1/5 市長定例記者会見で発表 

2 広報戦略 市報、特設ホームページ、特設ＳＮＳ、広報ＴＶ、広報ラジオ
を活用した広報戦略。庁舎内デジタルサイネージ、催事情報
システム、大宮駅公共サイン、新都心駅ビジョン、浦和駅レッ
ズビジョン等による映像発信 

既存予算 

広報課と連携し様々な媒体を使って切れ目な
い発信 
 

3 キックオフイベント 5/1 さいたま市誕生２０周年事業のキックオフイベント実施 
 既存予算 

まるまる東日本において開催予定 

4 記念式典 さいたま市誕生２０周年記念式典の実施（総務課） 1,507 万円  
5 20 年の歩み映像発信 本市のこれまでの発展とこれからの将来像の映像を作成 

550 万円 
記念式典でお披露目。その後成人式や市内各
種ビジョンや YouTube 等で発信。 

6 フラワーウォール 
（10 区で実施） 

市内花卉生産者から仕入れ、市民、団体の方々に育てていた
だいた「花苗」で作る「フラワーウォール」を設置 
各区に１か所設置 
市民と協働で２０周年の周知と祝福感の演出を図る 
 
 
 2,500 万円 

 
[フラワーウォール 10 区分設置根拠] 
  
・ウォール木工制作 2.7ｍ×2.7ｍ 10 基分 

 ・設置・撤去 10 基分 
 ・運営費 10 区で設置指導運営 
 ・花卉ポット苗（育成の事前搬送含む） 

1000 鉢 × 10 基分＝10,000 鉢 
   
 
 
 
 

7 シティドレッシング 市内外に広く周年するため、往来の多い駅前等に２０周年を
ＰＲする装飾を施す 1,100 万円 

 

8 懸垂幕 本庁舎、区役所、駅前等に懸垂幕を設置 
 140 万円 

 

9 ポスター・周知啓発 [ポスター掲出]自治会掲示板、公共施設、コミュバス及び企
業、関係団体の協力を得て展開 

[周知啓発]包括連携企業等と連携しマグネット・ステッカー
等による周知啓発 

535 万円 

ポスターについては東日本連携都市にも掲出
を依頼 
郵便局と連携した記念切手の発行も検討中 

10 庁内連携事業として実施
する 20 周年事業の主なも
の （冠事業） 

・区民まつり(各区役所) 
・シビックグリーンさいたま(園芸まつり)(みどり推進課) 
・さいたまＫＩＤＳ郷育ＭＯＶＩＥ事業(高校教育課) 
・20 周年記念学校給食統一献立(健康教育課) 

既存予算 

 

 

さいたま市誕生２０周年事業 市長公室シティセールス推進課 

２０周年事業概要 

２０周年事業全体構成 

フラワーウォールイメージ写真 

※スケジュールについては別紙を参照 



２０周年事業全体スケジュール 別紙

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 ロゴ・キャッチフレーズ 発表 HP公開

広報戦略 市報 ロゴ・CF 事業開始 キックオフ 特集 特集

     特設ホーページ HP開設

     特設ＳＮＳ SNS開設

     広報ＴＶ・ラジオ 放送 放送

     ビジョン等映像発信 調整中

3 キックオフイベント 5/1実施

4 記念式典 10or11月開催

5 ２０年の歩み映像発信 記念式典で発信
成人式で

発信

6 フラワーウォール 花苗育成 10区で実施

7 シティドレツシング 展示 展示

8 懸垂幕 掲示開始 ※但しオリンピツク開催の場合は9月から

9 ポスター・周知啓発 周知啓発開始 ポスター掲示 ポスター掲示

実施 実施

  （シビックグリーンさいたま（園芸まつり）） 実施

  （さいたまＫＩＤＳ郷育ＭＯＶＩＥ事業） 調整中

  （20周年記念学校給食統一献立） 調整中

令和２年度 令和３年度
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